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 ネコ ADSC Neo 拡大培養用キットは、脂肪 0.5 g から分離した付着性細胞から簡便に ADSC を培養するキットです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 ネコ脂肪幹細胞（ADSC）Neo 培養用キット 

脂肪：0.5g 

細胞の単離 

拡大培養 

脂肪幹細胞 採取から 

約 1 週間 

特長 

・再使用による汚染がない 

ディスポーザブル 

・P0 細胞を投与、凍結可能 

・キットのみで培養の全てが可能 

オールインワン 

培養期間は約 1 週間 

培養開始 



 

培養した細胞は、ADSC の形態の特徴を示し、CFU-F 

アッセイでコロニーの形成が確認されました。 フローサイトメ 

トリー解析で発現している表面マーカーの確認を行いました。

また、分化能毎の染色法で３分化能（骨形成、軟骨形成 

、脂肪生成）が確認されています。 

 

 

培養中のネコ ADSC ネ コ CFU-F 

 

 

骨分化した ADSC を

von Kossa 染色 

脂肪分化した ADSC を

Oil red O 染色 

軟骨分化した ADSC を

Alcian blue 染色 

 

 

ADSC の品質 

抗酸化剤および酸化還元レギュレータとして機能す

る最も豊富な非タンパク質性のチオールであるグルタチ

オン（GSH）の定量およびコロニー形成能による品

質の評価を行いました。P1 の方が P9 に比べて GSH 

が高値で、多くのコロニーを形成し、少ない継代数の

ADSC の方が品質的に優れていることが示されていま

す。 
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